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〒509-5142  岐阜県土岐市泉町久尻1263　TEL.0572-55-1245  FAX.0572-55-1246

土岐市文化振興事業団ホームページ　　　　  ht tp : / /www.tok i -bunka.or. jp /h is tory
土岐市美濃陶磁歴史館
T O K I  C I T Y  H I S T O R I C A L  M U S E U M  O F  M I N O  C E R A M I C S

18
2020

9. 2911.金 日

【会　　場】 土岐市美濃陶磁歴史館　第1展示室
【開館時間】 午前10時～午後4時30分（入館は午後4時まで）
【入 館 料】 ［一般］200円(150円) ［大学生］100円(70円) ［高校生以下］無料
＊障がい者手帳をお持ちの方および介助者1名まで ［一般］100円 ［大学生］50円
＊（　）内は20名以上の団体料金

【休 館 日】 月曜日（9/21、11/23は開館）、祝日の翌日

企画 ： 公益財団法人 土岐市文化振興事業団
【出品協力】 本郷町公民館

[写真] 左上：濱田庄司「白釉黒格子掛大鉢」 右上：棟方志功「不動図」　中：佐久間藤太郎「鐵砂角瓶」
 左下：小山冨士夫「種子島茶碗」　右下：バーナード・リーチ「青白磁花瓶」
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土岐市駅

美濃陶芸村
美濃焼伝統産業会館

道の駅
「志野・織部」

JR中央本線

中 央 自 動 車 道

至多治見

至瑞浪

土岐川

至可児・岐阜至可児至美濃関JCT

至豊田東JCT

土岐IC

土岐市役所
土岐市文化プラザ

21
P

岩畑

19

土岐JCT

五斗蒔スマートIC

土岐南 多治見IC

土岐プレミアム
アウトレット

東
海
環
状
自
動
車
道

美濃陶磁歴史館

N

織部の里公園
元屋敷陶器窯跡

セラトピア土岐

土岐市美濃陶磁歴史館 T O K I  C I T Y  H I S T O R I C A L  M U S E U M  O F  M I N O  C E R A M I C S

開
館
か
ら
40
年
を
越
え
た
土
岐
市
美
濃
陶
磁
歴
史
館
は
当
地

の
や
き
も
の
で
あ
る
美
濃
焼
を
中
心
に
数
多
く
の
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
を
収
蔵
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
礎
と
な
る
も
の
に
初
代

土
岐
市
長
を
務
め
た
二
宮
安
徳（
1
9
0
4
–
1
9
8
6
）
の
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
が
あ
り
ま
す
。
二
宮
安
徳
は
土
岐
地
方
事
務
所

の
所
長
と
し
て
昭
和
の
町
村
合
併
促
進
法
に
伴
う
土
岐
市
の

発
足
に
尽
力
し
、
地
元
民
に
求
め
ら
れ
昭
和
30
年（
1
9
5
5
）

に
初
代
土
岐
市
長
に
就
任
し
た
人
物
で
す
。
産
業
、教
育
、医

療
、福
祉
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
そ
の
ま
な
ざ
し
を
向
け
、就
任

か
ら
5
期
20
年
も
の
あ
い
だ
土
岐
市
の
ゆ
く
え
を
指
し
示

し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
か
た
わ
ら
、
文
化
芸
術
に
も
強
い
関

心
の
目
を
向
け
、
陶
芸
家
の
濱
田
庄
司
や
古
陶
磁
研
究
家
の

小
山
冨
士
夫
を
は
じ
め
と
し
た
文
化
人
や
政
治
家
、
実
業
家

な
ど
幅
広
い
人
と
の
交
流
を
通
し
て
多
く
の
作
品
を
蒐
集
し

ま
し
た
。
昭
和
48
年（
1
9
7
3
）、
市
長
退
任
を
控
え
た
二
宮

は
土
岐
市
へ
の
恩
返
し
と
し
て
、
ま
た
、
文
化
の
醸
成
・
発
展

へ
の
強
い
思
い
を
託
し
て
長
年
に
わ
た
り
蒐
集
し
た
こ
れ
ら

の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
一
切
を
市
に
寄
贈
し
ま
し
た
。

本
展
で
は
、
二
宮
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
中
か
ら
土
岐
市
や
岐
阜

県
に
由
来
を
持
つ
陶
芸
家
や
画
家
、
特
に
交
友
の
深
か
っ
た

文
化
人
た
ち
の
作
品
を
中
心
に
二
宮
安
徳
の
文
化
芸
術
へ
の

思
い
を
振
り
返
り
ま
す
。

〝 

私
の
い
ま
ま
で
苦
心
し
て
収
蔵
し
た
も
の
の
一
切
を
土
岐
市
へ
全
部
寄
贈
し
た
い
と
思
う 

―
―

私
の
真
の
念
願
は
将
来
県
下
に
誇
る
博
物
館
の
建
設
で
あ
る 

―
― 

文
化
不
毛
の
地
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

私
の
貧
し
い
一
灯
が
せ
め
て
も
こ
の
機
運
を
醸
す
き
っ
か
け
と
な
っ
た
ら
と
念
じ
て
い
る 

〞
二
宮
安
徳「
市
長
の
手
帖
」よ
り
抜
粋

出 品 作 家

安藤知山
伊勢崎満
浦上善次
大木惇夫
海音寺潮五郎
加藤栄三
加藤舜陶
加藤東一
加藤延三
加藤土師萌
金城次郎
小山冨士夫
坂井範一
坂高麗左衛門（11世）
佐久間藤太郎
島岡達三
田中比左良
塚本快示
坪内節太郎
永江陶六
中里太郎右衛門（13代）
中島正雄
バーナード・リーチ
濱田庄司
日根野作三
三浦小平二
水野柳人
棟方志功
村上肥出夫
（五十音順）

1.「無一物」 小山冨士夫
2.「閑徹」 棟方志功
3.「踊子の図」 田中比左良
4.「竹」 坂井範一
5.「壺の図」 バーナード・リーチ
6.「ガールド・ノード」 村上肥出夫
7.「赤楽茶碗」 日根野作三
8.「花器」 安藤知山
9.「白瓷水鳥文皿」 塚本快示

黒織部茶碗　元屋敷窯　重要文化財
『美濃桃山陶と元屋敷窯－領主妻木氏の産業振興－』（第2展示室）同時開催

土岐市文化振興事業団ホームページ

h t t p : / / w ww . t o k i - b u n k a . o r . j p / h i s t o r y
〒509-5142 岐阜県土岐市泉町久尻1263
TEL.0572-55-1245  FAX.0572-55-1246

[鉄道] 名古屋駅からJR中央本線「土岐市駅」下車 徒歩約10分　[自動車]●中央自動車道「土岐IC」から約7分
●東海環状自動車道「五斗蒔スマートIC」から約5分  ●東海環状自動車道「土岐南多治見IC」から約10分

交通のご案内
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E V E N T  I N F O R M A T I O Nイベント情報

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、今後の状況により予定を変更する場合がございます。 最新情報は当館ウェブサイトにてご確認ください。
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左から2人目より佐久間藤太郎、二宮安徳、濱田庄司
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